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ソーシャル・
ブランディング
	 の時代

　

企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」を
提
唱
し
た
い
。
そ
の
原
動
力
は「
社
会
を
良
く

し
た
い
」と
い
う
利
他
的
な
本
能
で
あ
り
、
社
会
的
課
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
で
、顧
客
や
社
員
、ひ
い
て
は
社
会
か
ら
の
共
感
が
集
ま
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
企
業
の
コ
ア･

バ
リ
ュ
ー
を
高
め
、
ブ
ラ
ン
ド
全
体
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
よ
う
。�

森　

摂（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
）

FEATURE STORY  1

［ソーシャル・ブランド構造］
❶どの企業のコア・バリューにも、創立以来のソーシャルな部分がある。
❷ソーシャルなコア・バリューを増やすことで、全体のバリューを高める。
❸ESGの３つの領域で、ミッションと解決すべき社会的課題を決める。
❹ソーシャル・ビジネスやCSVの形で事業展開し、社会からの評価を高める。

ソーシャル・ビジネスやCSV（攻めのCSR） 攻めと守りのCSR

ソーシャルな
コア・バリュー

（CSR×ソーシャルグッド）

［E］
環境 ［S］ソーシャル

 ［G］
ガバナンス

地球温暖化、生物多様性、廃棄物削減、リサ
イクル、第一次産業の低迷、エネルギーほか

貧困、所得格差、人口急増（世界）、
人口減少（日本）、食糧、教育ほか

組織統治、人権、サプライチェーン、コン
プライアンス、従業員満足度（ES）ほか

企業ごとに策定 企業ごとに策定 社員の意識改革、CSR社内浸透

social branding

ミッション（企業ごとに策定）

解決すべき社会的課題（企業ごとに抽出）

企業のコア・バリュー

企業のコア・バリュー

ソーシャルな
コア・バリュー

（CSR×ソーシャルグッド）
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Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
２
０
１
３
年
４
月
、
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
）

「
私
た
ち
の
協
同
組
織
は『
人
を

大
切
に
す
る
、
思
い
や
り
を
大
切

に
す
る
』と
い
う
相
互
扶
助
の
精

神
が
原
点
で
す
。
信
用
金
庫
は
、

『
儲
か
れ
ば
い
い
』と
い
う
金
融
機

関
と
は
対
極
に
あ
る
、
世
の
中
を

よ
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
協
同
組

織
の
金
融
機
関
な
の
で
す
」（
城
南

信
用
金
庫
の
吉
原
毅
理
事
長
）。

　

で
は
、
企
業
は
具
体
的
に
何
を

す
れ
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

活
動
エ
リ
ア
は
三
つ
あ
る
。
こ
の

数
年
で
投
資
の
世
界
で
よ
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」が

そ
れ
だ
。﹇
Ｅ
﹈は
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル（
環

境
）、﹇
Ｓ
﹈は
ソ
ー
シ
ャ
ル
、﹇
Ｇ
﹈は

ガ
バ
ナ
ン
ス（
企
業
統
治
）で
あ
る
。

　

右
ペ
ー
ジ
に
あ
る
図
表「
ソ
ー

「
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責
任
）

活
動
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
加
速
さ
せ
る

も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド

価
値
を
維
持
し
、（
他
の
脅
威
か
ら
）

守
り
、
そ
し
て
高
め
る
こ
と
だ
」

　

２
０
１
３
年
11
月
に
来
日
し
た

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ

校
ハ
ー
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
教
授
は
都

内
の
講
演
で
こ
う
力
説
し
た
。

　

い
ま
、
企
業
の
ソ
ー
シ
ャ
ル（
社

会
的
）な
機
能
が
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
一
環
と
し
て
大
き
く
注
目
さ
れ
て

い
る
。

「
社
会
的
な
機
能
」
と
は
、
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
経
営
理
念
に
統
合
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
よ
う
な
利
他
的
な
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
だ
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
は
、「
ソ
ー
シ
ャ

ル
」は
決
し
て
目
新
し
い
も
の
で

は
な
い
。

　

松
下
電
器
産
業（
現
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
）の
創
業
者
で
あ
る
松
下

幸
之
助
氏
は
、
戦
後
間
も
な
く
か

ら「
企
業
の
社
会
的
責
任
」を
説
い

て
き
た
。「
企
業
は
社
会
の
公
器
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
企
業
は
社

会
と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　

だ
が
、
日
本
で
も
高
度
経
済
成

長
期
か
ら
バ
ブ
ル
期
を
経
て
、
こ

の
よ
う
な
社
会
的
な
経
営
理
念
が

薄
れ
た
面
が
あ
っ
た
。
米
国
で
も
、

エ
ン
ロ
ン
事
件（
２
０
０
１
年
）や

ワ
ー
ル
ド
コ
ム
事
件（
２
０
０
２

年
）な
ど
、
金
融
資
本
主
義
の
矛
盾

が
引
き
起
こ
し
た
不
祥
事
が
多
発

し
た
。

　

そ
の
反
省
や
、
企
業
の
危
機
感

か
ら
、
こ
の
10
年
ほ
ど
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
概
念
が
世
界
中
に
急
速
に
広

が
っ
て
い
っ
た
。社
会
的
責
任
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
規
格
で
あ
る「
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
」（
２
０
１
０
年
発
行
）

が
１
０
０
カ
国
近
い
国
・
地
域
や

産
業
界
の
代
表
に
よ
る
合
議
で
成

立
し
た
の
も
、
社
会
的
責
任
に
対

す
る
意
識
が
地
球
規
模
で
高
ま
っ

た
証
拠
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
、
や
は
り
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
が
大
き
な

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
多
く
の
企
業

が
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
支
援
を
し

た
。
企
業
に
対
し
て
、
市
民
・
消
費

者
も
以
前
に
増
し
て
大
き
な
期
待

や
評
価
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
多
く
の
企
業

経
営
者
が
改
め
て「
企
業
の
ソ
ー

信
頼
関
係
で
モ
ノ
が
売
れ
る

シ
ャ
ル
な
機
能
」を
重
視
し
始
め

た
。
企
業
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、

そ
し
て
企
業
価
値
を
高
め
て
い
く

た
め
に
も
不
可
欠
で
あ
る
と
の
証

言
は
、
す
で
に
多
く
の
経
営
者
の

口
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
た
こ
の
時
代
に

人
は
何
を
基
準
に
商
品
を
選
ぶ
の

か
。
い
ま
は『
信
頼
関
係
』で
モ
ノ

が
売
れ
る
時
代
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
の

出
口
治
明
・
代
表
取
締
役
会
長
兼

Ｅ
Ｓ
も
Ｃ
Ｓ
も
高
め
る

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
」の
３
つ
の
エ
リ
ア
で

シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
構
造
」を
ご
覧

頂
き
た
い
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
コ

ア･

バ
リ
ュ
ー
の
う
ち
、
ど
の
企
業

も
が
持
っ
て
い
る
社
会
的
な
部
分

の
比
重
を
高
め
る
こ
と
で
コ
ア･

バ

リ
ュ
ー
を
拡
大
す
る
。

　

そ
の
三
つ
の
エ
リ
ア
で
あ
る

［
Ｅ
］［
Ｓ
］［
Ｇ
］
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、

企
業
が
社
会
的
な
課
題
を
解
決

す
る
よ
う
な
活
動
を
選
び
、
展
開

し
て
い
く
。
日
本
企
業
は
総
じ
て

［
Ｅ
］は
得
意
だ
が［
Ｓ
］に
は
慣
れ

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。［
Ｇ
］の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

毎
週
の
よ
う
に
不
祥
事
が
起
き
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
道
は
半

ば
で
あ
る
。

［
Ｇ
］は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど

「
守
り
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」が
強
調
さ
れ
が

ち
だ
が
、
攻
め
の
要
素
も
大
切
だ
。

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
、
従
業
員
満
足
度（
Ｅ
Ｓ
）を
高

め
る
こ
と
が
、
不
祥
事
の
防
止
に

つ
な
が
る
。

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

社
員
た
ち
が
コ
モ
ン
セ
ン
ス（
常

識
）を
発
揮
で
き
る
。一
人
ひ
と
り

が
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
」（
損

保
ジ
ャ
パ
ン
の
佐
藤
正
敏
会
長
＝

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
）。

「
企
業
が
悪
い
こ
と
を
し
な
い
た

め
に
は
、
良
い
こ
と
を
し
続
け
る

の
が
一
番
だ
」（
山
田
養
蜂
場
の
山

田
英
生
社
長
が
２
０
０
８
年
、
読

売
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
）

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
統
治（
ガ
バ

ナ
ン
ス
）に
お
い
て
も
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
有
効
だ
。

「
べ
か
ら
ず
」集
で
社
員
を
し
ば
る

の
で
は
な
く
、「
何
を
す
れ
ば
良
い

か
」「
何
を
し
て
は
い
け
な
い
か
」



30FEB. 2014 NO.35

勤
務
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
。
２
０
１
２
年
度
の
参
加
者
数

は
１
６
４
８
人
、
参
加
率
は
全
従

業
員
の
約
42
％
に
も
上
っ
た
。

　

で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
落
と
し
込
み
と
し

て
、
企
業
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
製
品

開
発
で
あ
れ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
あ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
視
点
を

取
り
入
れ
、
何
ら
か
の
社
会
的
課

題
を
解
決
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

近
年
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｃ

Ｓ
Ｖ（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ェ

ア
ー
ド
・
バ
リ
ュ
ー
＝
共
通
価
値

の
創
造
）も
、
モ
ノ
づ
く
り
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
社
会
的
視
点
を
取

り
込
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

キ
リ
ン
が
世
界
で
初
め
て
ア
ル

コ
ー
ル
0.00
％
を
実
現
し
た
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル「
フ
リ
ー
」
は
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
多

発
と
い
う
社
会
問
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
し
て
い
る
。

　

米
ホ
ン
ダ
は
１
９
７
２
年
、「
マ

ス
キ
ー
法
」を
ク
リ
ア
し
た
世
界

で
最
初
の
車
と
し
て
２
代
目
シ

昔
前
な
ら「
き
れ
い
ご
と
」
で
片

付
け
る
人
も
多
か
っ
た
が
、
い
ま

の
日
本
の
若
者
た
ち
は「
一
緒
に

社
会
を
良
く
し
よ
う
！
」と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
鋭
く
反
応
す
る
。

　

オ
ル
タ
ナ
が
２
０
１
３
年
11

月
、
法
政
大
学
や
同
志
社
大
学
な

ど
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
学
生

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査（
回
答
１
６
９

人
）で
は
、興
味
深
い
結
果
が
出
た
。

　

ま
ず
、「
社
会
貢
献
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
に
、

あ
な
た
は
共
感
し
ま
す
か
？
」と

い
う
問
い
に
は
、「
ま
あ
ま
あ
共
感

す
る
」が
54
％
と
、「
と
て
も
共
感

す
る
」の
34
％
を
上
回
っ
た
。

　

一
方
、「
世
の
中
を
良
く
し
た

い
、
社
会
課
題
を
解
決
し
た
い
と

ビ
ッ
ク
を
販
売
、
そ
の
高
い
技
術

力
を
米
国
民
に
強
く
印
象
づ
け
た
。

２
０
１
２
年
に
は
、
低
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
販
売
店
を

巻
き
込
ん
だ「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー

ラ
ー
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」を
立
ち

上
げ
た（
Ｐ
34
参
照
）。

　

米
国
発
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ブ

ラ
ン
ド「
ベ
ン
＆
ジ
ェ
リ
ー
ズ
」（
Ｂ

＆
Ｊ
）は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ミ
ッ
シ
ョ

ン（
社
会
的
使
命
）」を
企
業
理
念
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
る
。

　

日
本
に
は
２
０
１
２
年
４
月
に

上
陸
し
、
２
０
１
３
年
７
月
の
参

院
選
で
は
、
投
票
を
宣
言
し
た
人

に
ア
イ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と

い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。

こ
れ
は
、
若
い
世
代
の
投
票
率
を

を
社
員
自
身
が
判
断
で
き
る
よ
う

に
す
る
方
が
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
遥
か
に
有
効
だ
。

　

こ
こ
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
」だ
。
本

号
32
│
33
ペ
ー
ジ
で
市
川
裕
康
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長
に

寄
稿
し
て
頂
い
た
通
り
、
数
年
前

か
ら
米
国
の
Ｉ
Ｔ
業
界
を
中
心
に

広
が
っ
た
言
葉
で
、
意
味
は
そ
の

ま
ま「
社
会
を
良
く
す
る（
と
い
う

気
持
ち
）」だ
。

　

社
員
を
動
か
し
、
そ
の
先
の
顧

客
や
社
会
も
動
か
し
た
い
時
に
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
が
大
き
な
レ

バ
レ
ッ
ジ（
テ
コ
）に
な
る
。
ひ
と

FEATURE STORY  1

課
題
を
製
品
で
解
決
す
る

い
う『
ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
』な
企

業
や
友
人
に
、
あ
な
た
は
共
感
し

ま
す
か
？
」と
い
う
問
い
に
対
し

て
は「
と
て
も
共
感
す
る
」が
50
％

と
、「
ま
あ
ま
あ
共
感
す
る
」
の

44
％
を
上
回
っ
た
の
だ
。

　

つ
ま
り
、
自
分
で
社
会
貢
献
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
よ
り

も
、「
社
会
を
良
く
し
よ
う
と
頑

張
っ
て
い
る
企
業
や
人
」に
対
し

て
の
共
感
の
方
が
強
い
の
だ
。

「
社
会
貢
献
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活

動
に
、
あ
な
た
自
身
は
参
加
し
て

い
ま
す
か
？
」と
い
う
問
い
に
対

し
て
は
、「
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な

い
」が
44
％
、「
参
加
し
た
こ
と
が

な
い
」が
29
％
と
、
合
計
で
73
％
に

達
し
た
。

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
グ
ッ
ド
は
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
組

織
の
生
産
性
を
上
げ
る
の
に
も
有

効
だ
。

　

ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
は
２
０
１
１

年
か
ら
、社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
を
推
進
す
る
た
め
、日
本
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会（
東
京
・
千
代
田
、

高
橋
陽
子
理
事
長
）と
組
み
、医
療
、

国
際
協
力
、
子
ど
も
な
ど
の
各
分

野
で
83
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

用
意
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム「
難
病
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
キ
ワ

ニ
ス
ド
ー
ル
づ
く
り
」

若者のソーシャル意識調査（2013年11月実施）

社会貢献やNPO、ボランティアなどの活動に、
あなたは共感しますか？

世の中を良くしたい、社会課題を解決したいという
「ソーシャルグッド」な企業や友人に、あなたは共感しますか？

自
分
よ
り
も
他
人
に
共
感

とても共感する
34％

まあまあ共感する
54％

あまり共感しない
10％

全く共感しない
1％

分からない
1％

とても共感する
50％

まあまあ共感する
44％

あまり共感しない
全く共感しない

10％
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ト
版
一
六
ペ
ー
ジ
、二
万
部
）だ
。

　

山
陽
製
紙
も
シ
ー
ズ
ク
リ
エ
イ

ト
も
、
業
界
の
長
期
低
迷
や
価
格

低
迷
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　

同
様
に
、
長
期
低
迷
に
苦
し
む

業
界
や
企
業
は
日
本
に
多
い
。
今

後
、
国
内
人
口
の
減
少
が
加
速
し
、

地
方
で
過
疎
が
進
め
ば
、
企
業
だ

け
で
な
く
、
地
域
社
会
自
体
が
崩

壊
す
る
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
企
業
が
、
社
会

的
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
拡
大
し
、
企
業
価
値
も
高

め
て
い
く「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
」の
意
義
は
大
き
い
。

の「
ソ
ー
シ
ャ
ル
化
」は
、
大
企
業

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　

中
堅
再
生
紙
メ
ー
カ
ー
の
山
陽

製
紙（
大
阪
府
泉
南
市
、
原
田
六
次

郎
社
長
）が
今
年
設
立
し
た
Ｃ
Ｓ

Ｒ
室
は
総
勢
４
人
だ
が
、
全
員
が

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
兼
務
で
あ
る

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

　

同
社
は
い
ま
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。「
紙
で
エ
コ
」と
い
う

意
味
で
、
企
業
か
ら
出
た
オ
フ
ィ

ス
古
紙
を
、
山
陽
製
紙
が
再
生
し
、

こ
れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ナ
リ
ー
に
し
て
、
買
っ
て
も
ら
う

仕
組
み
だ
。
現
在
、
レ
タ
ー
セ
ッ
ト

や
封
筒
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
デ
ザ
イ

ン
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　

中
堅
印
刷
会
社
の
シ
ー
ズ
ク
リ

エ
イ
ト（
大
阪
府
八
尾
市
、
宮
城
正

一
社
長
）は
、
２
０
１
１
年
６
月
、

社
内
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

部（
現
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
）を
設
立
し
た
。

　

社
員
の
多
く
が
暮
ら
す
大
阪
府

と
奈
良
県
を
中
心
に
、
観
光
、
生

物
多
様
性
、
休
耕
地
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
断
絶
な
ど「
地
域
が
抱
え

る
課
題
」
と
、
雇
用
、
技
術
継
承
、

環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど「
自
社
の

課
題
」を「
社
会
が
抱
え
る
課
題
」

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
始
め
た
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
新
規
事
業

の
第
一
号
が
、奈
良
旧
市
街
や
明
日

香
村
な
ど
、
奈
良
県
の
各
地
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー「naranara

」（
タ
ブ
レ
ッ

上
げ
る
こ
と
が
目
標
で
、
新
た
な

フ
ァ
ン
の
獲
得
を
見
込
ん
だ（
36

ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

製
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

業
況
低
迷
を
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
打
破

真
に「
持
続
的
な
」経
営
へ

ヤフーと河北新報社は、復興支援の一環とし
て南三陸の沿岸地域を自転車で走る「ツール・
ド・東北」を開催。全国から1316人が集まった

ソーシャル・ブランディングの事例

イケア
難民向け仮設住宅をイケアがデザイン
　スウェーデンの家具世界最大手イケアが難民向けの
仮設住宅をデザイン。従来のテントと比べ、広さは2
倍（約17.5ｍ²）、使える期間は約10倍の10年弱。4時
間で組み立てが可能で、ソーラーパネルも備える。

Ｈ＆Ｍ
環境に配慮した「コンシャス・コレクション」
　スウェーデン発衣料品大手Ｈ＆Ｍは2011年から
オーガニックコットン、オーガニックヘンプ、リサイク
ルポリエステルなど環境配慮素材を使った「コンシャ
ス・コレクション」を展開。店舗では古着の回収も行う。

ハーマン・ミラー
「ゆりかごからゆりかごへ」の製品設計
　米家具メーカーのハーマン・ミラーは、「デザイン・
フォー・エンバイロメント」を掲げ、製品の製造から再利
用まで全ライフサイクルを視野に入れた製品設計を行
う。環境認証「C2C（ゆりかごからゆりかごへ）」も取得。

アヴェダ
100％風力発電で化粧品を製造
　米化粧品ブランドアヴェダは、化粧品会社として初
めて100％風力発電で製品を製造。米ミネソタ州の製
造、流通、本社からなるアヴェダの主要施設が消費す
る電力の100％を風力発電でまかなっている。

ラッシュ
動物実験反対をおしゃれに訴える
　英自然派化粧品ブランドのラッシュは、創業時から
化粧品の動物実験に反対してきた。2012年には「ラッ
シュ賞」を設立し、動物実験代替法の開発や普及活動を
行う個人や団体を表彰し、賞金3000万円を授与した。

モンドデザイン
「アップサイクル」で廃タイヤを腕時計に
　廃棄物や端材などをより魅力的な製品としてよみが
えらせる「アップサイクル」。モンドデザインのブラン
ド「SEAL」から廃タイヤをベルト素材としてリサイク
ルした腕時計「SW01」（税込31500円）が販売された。

ヤフー
月間５億PV、NPOに無料で広告枠を提供
　ヤフーは2013年10月、Yahoo!JAPANで、画面右
側の広告枠の一部をNPOに無償提供する「Links for 
Good」を開始。提供する広告枠は５億PV（月間）で、
ボランティアや募金募集などの情報を掲載する。

山
陽
製
紙
の「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」。
企
業

が
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
た
紙
類
を
自
社
で
使
う

封
筒
や
コ
ピ
ー
用
紙
に
再
生
す
る

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
っ
て
、
従
業
員
満
足
度
を

高
め
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｓ
の
向
上
は
、

顧
客
満
足
度（
Ｃ
Ｓ
）の
向
上
に
つ

な
が
る
。
同
じ
よ
う
な
品
質
や
価

格
で
あ
れ
ば
、
こ
の
会
社
の
製
品

を
買
お
う
と
い
う
心
理
だ
。
そ
れ

は
Ｂ
to
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
Ｂ
to
Ｂ

ビ
ジ
ネ
ス
で
も
同
じ
だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
い
つ
ま
で
日

本
経
済
を
引
っ
張
れ
る
か
。
そ
の

雲
行
き
は
極
め
て
怪
し
い
。
そ
の

企
業
が
生
き
残
り
、
長
期
的
に
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営
を
実
現
で
き

る
か
は
、
企
業
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
な

活
動
を
通
じ
て
、
ど
れ
だ
け
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
高
め
ら
れ
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。


